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流域特性や整備状況を踏まえた整備方針と当面必要となる砂防施設の配置計画、優先順位についての検討

今後は、図2に示すように土砂処理計画として沈砂池工
や砂防堰堤からの除石搬出先についても考慮する必要があ
り、道路の活用方法や火山噴火後の緊急対応も視野に入れ
て整備を進めていくことが重要と考えられます。
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本業務では、富士砂防管内を対象に水系砂防計画と土
石流対策計画における生産土砂量、整備率算定を行い、
流域特性や整備状況を踏まえた整備方針と当面必要な砂
防施設の配置計画、優先順位、除石管理計画について検
討を行いました。整備方針の検討ではスラッシュ雪崩 ※1

などの富士山特有の土砂移動特性を踏まえた施設配置の
考え方を整理し、事務所の職員を対象とした南西野渓勉
強会を開催することで、受発注者の意識共有を図りまし
た。本業務を進めるにあたり、特に多くの検討を重ねた
整備方針の考え方について、以下に報告いたします。
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富士砂防管内を対象とした施設配置計画などの見直し

富士砂防管内におけるスラッシュ雪崩や土石流・土砂
流が発生する渓流では、渓岸侵食による流木発生の危険
性に配慮する必要があります。河床勾配を考慮すると、
高標高の急勾配地域では、砂防堰堤などの捕捉効果が得
られにくいため、地形的に堆積しやすい場所を考慮して
砂防堰堤を設置することが望ましいと考えられました。
一方、堆積物は粒径が細かい火山性のスコリアが主体

となっているため、基本的に不透過型の砂防堰堤を計画
するほか、土砂を保全対象の上流側で確実に処理する必
要があること、最下流（市街地上流部）は沈砂池工を設
置して土砂と流木を確実に捕捉することを提案しました。
なお、沈砂池工よりさらに上流で捕捉量を確保する必要
がある場合には、上流の砂防堰堤の堆砂域を拡幅するな
どして、貯砂容量を確保することとしました（図 1）。
また、富士山は 2013 年に世界文化遺産に登録され、

管内の南西野渓はその構成資産候補に位置しています。
そのため、景観を損ねることのないように施設配置する
必要があり、また、谷地形が発達していないため、砂防

堰堤を連続的に配置することが難しいことから、砂防堰
堤の堆砂域の拡幅や、地形的に堆積しやすい低標高地域
に沈砂池を配置して確実に土砂を捕捉するなど、富士山
の地形を踏まえた施設配置を検討する必要がありました。

図1　施設配置の縦断イメージ

施設配置の考え方と整備方針

図2　富士山南西野渓における施設配置のイメージ
※1　スラッシュ雪崩とは、大量の水を含んだ雪が流動（斜面上で流下）する雪崩のことを指す。
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